	第３４回　連携会議記録

	日時
	２０１２/７/１３　14：00～

	会場
	市庁舎４０１号会議室

	参加者数
	２２／２６

	会議の記録

	＜協議題１＞「市内基礎データ」作成について
　提案どおり確認

＜協議題２＞２０１２年度「保護者負担調査」について

①議案のタイトルが「２０１１年度」となっているのを「２０１２年度」に訂正。

②表に「理振」を加えることを追加提案。

③ＡＬＴが８月から３名になることの指摘を受け修正。

④特別支援学級備品は、別途調査することを確認。

⑤図書館司書の非常勤については（）書きとすることを確認。

以上の修正点を含め提案どおり確認。

＜実践交流＞教材備品購入計画とりまとめの交流

①八幡小の提案中「残額ですが教務と話し合い決めていきたい」との表記に対し、教務と相談する理由について質問があり、たまたま教務担当者がＰＣソフトに詳しいという事情からそう表記したもので、教務に限定しているわけではない、との説明があった。
②花川南中においては「要望を出した職員一人ひとりから事情を聞いている」との説明に対し、「そのような段取りをする」ことを提案文書に書き込んだ方がいいのではないかとの意見があり、説明者から「検討したい」との考えが示された。
③市教委に提出する要望資料について、「限度額」をどう扱うかについて論議有り。すなわち、市教委から示されたとおり「配分額内で要望資料を作成」しているか「配分を超える品目も記載しているか」また、そのことが「ルール」といえるかどうか、について議論有り。関連して、「手引き」作成による統一などの検討について意見有り。
④実践交流のそもそもの発端である「緊急の事態に対応するための備品費学校配分」に関わり、「新しい物を購入して間に合うようなことを緊急と呼べるのかどうか」など、何が緊急なのかについて議論あり。

⑤発表校以外から、自校における昨年までのとりまとめ方式（学年・教科毎に要望を出して教務が取りまとめる）では不十分であり、校内予算委員会で検討するよう改善が行われたことが報告された。

⑥夏季研修で再度議論することを確認。
　



